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「百鳥図」　―雪斎の画、ほとんど諸侯の技量に非ざるなり
武 田 和 也

国立国会図書館の蔵書から

　

今
年
も
は
や
11
月
、
冬
の
渡
り
鳥
が
多
く
飛
来
し

始
め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。今
回
紹
介
す
る
の
は
、

現
在
の
分
類
で
１
２
０
種
類
の
鳥
類
が
描
か
れ
て
い

る（
１
）増ま
し
や
ま山
正ま
さ
か
た賢
の
「
百
鳥
図
」（
12
軸
）
で
す
。

　

正
賢
は
、
長
島
藩
２
万
石
（
現
・
三
重
県
桑
名
市
）

を
治
め
た
譜
代
大
名
で
、宝
暦
４
（
１
７
５
４
）
年
12
月
、

江
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た（

２
）。
父
の
死
去
に
よ
り
安
永
５

（
１
７
７
６
）
年
５
月
に
家
督
を
相
続（
３
）、
第
５
代
藩
主
と

な
り
ま
し
た
が
、
藩
主
在
任
中
は
、
領
地
が
木
曽
三

川
の
河
口
に
位
置
す
る
こ
と
で
度
々
発
生
す
る
洪
水

に
よ
る
年
貢
未
収
に
悩
ま
さ
れ（

４
）、
そ
の
治
世
の
大
半

で
、
倹
約
や
給
与
削
減
等
に
よ
る
財
政
改
善
に
取
り

組
む
こ
と
に
な
り
ま
す（

５
）。
役
職
手
当
で
の
財
政
補
填

も
意
図
し（

６
）大
坂
加
番
を
４
度（
安
永
７（
１
７
７
８
）年
・

天
明
元
（
１
７
８
１
）
年 

・
天
明
３
（
１
７
８
３
）
年 

・
寛

政
元
（
１
７
８
９
）
年
）
務
め
た
ほ
か
、
自
筆
の
規
則

を
示
し
て
家
来
達
の
引
き
締
め
も
図
っ
て
い
ま
す（

７
）。

　

文
化
面
で
は
、
殊
に
絵
を
描
く
こ
と
に
優
れ
、
そ

の
腕
前
は
「
高
い
人
格
者
の
筆
墨
」「
名
高
き
御
妙

手
」「
絶
妙
」「
ほ
と
ん
ど
諸
侯
の
技
量
で
は
な
い
」

と
評
さ
れ
ま
し
た（

８
）。
寛
政
８（
１
７
９
６
）年
７
月
に
は
、

将
軍
・
徳
川
家
斉
に
花
鳥
画
・
人
物
画
・
木も

く
ふ
よ
う

芙
蓉

猫
の
３
点
の
書
画
を
献
上
し
て
い
ま
す（

９
）。
享
和
元

（
１
８
０
１
）
年
７
月
、
病
を
理
由
に
隠
居
願
を
提
出
、

家
督
を
息
子
の
正ま

さ
や
す寧
に
譲
っ
て
雪せ
っ
さ
い斎
と
改
名（
１
０
）、
外
桜

田
の
上
屋
敷
か
ら
隠
居
後
の
た
め
に
整
備
し
た
巣
鴨

の
下
屋
敷
に
移
り
住
み
ま
す

（
１
１
）。

今 月 の 一 冊

百鳥図
石顛道人（増山雪斎）［画］　自筆 　12 軸
紙高 25.2-40.8cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287020

冬に見られる鳥、クロガモ（上）と
シノリガモ（左）（第 12 軸）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1287020
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と
こ
ろ
が
、
文
化
元
（
１
８
０
４
）
年
７
月
、「
不
慎

之
儀
」
が
あ
っ
た
と
し
て
幕
府
の
処
分
を
受
け（

１
２
）、
裏

築
地
の
下
屋
敷
に
転
居（

１
３
）、
文
化
７
（
１
８
１
０
）
年
６
月

ま
で
謹
慎
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

（
１
４
）。
処
分
が
明
け
た

後
も
同
屋
敷
に
住
み
続
け
ま
す
が
、文
政
２
（
１
８
１
９
）

年
１
月
、
66
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
（
１
５
）。
棺
に
は
筆
・
紙

や
鶴か

く
し
ょ
う
い

氅
衣
等
が
納
め
ら
れ
ま
し
た
（
１
６
）（

１
）。

　
「
百
鳥
図
」
は
、
干
支
（
己
巳
：
文
化
６
（
１
８
０
９
）

年
、
癸
酉
：
文
化
10
（
１
８
１
３
）
年
、
戊
寅
：
文
化

15
（
１
８
１
８
）
年
）、
署
名
「
石
顛
道
人
」、
印
章
「
君

選
」「
灌
園
逸
叟
」
の
使
用
例
か
ら

（
１
７
）（

２
・
３
）、
謹

慎
を
し
て
い
た
頃
か
ら
手
足
の
麻
痺
を
発
症
し
た
文

政
元
（
１
８
１
８
）
年
（
１
８
）
頃
ま
で
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
頃
は
、最
も
旺
盛
に
画
作
に
取
り
組
み
、

写
生
に
傾
倒
し
始
め
た
時
期
と
さ
れ
て
お
り

（
１
９
）、
小
型

生
物
の
図
譜
「
虫ち

ゅ
う
ち
じ
ょ
う

豸
帖
」（
文
化
４
‐
９
（
１
８
０
７
‐

12
）
年　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵（
２
０
））、
草
花
の
写
生
図

巻
「
草
花
写
生
図
」（
文
化
８
（
１
８
１
１
）
年
カ　

東

洋
文
庫
所
蔵（

２
１
））
が
ほ
ぼ
同
時
期
の
作
品
で
す
が
、「
百

鳥
図
」
と
は
以
下
の
よ
う
な
共
通
点
を
見
て
取
れ
ま

す（
２
２
）。

　
「
虫
豸
帖
」「
草
花
写
生
図
」
で
は
、
一
つ
の
個
体

を
様
々
な
角
度
か
ら
記
録
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
や
、
そ
の
細
部
を
細
密
に
観
察
し
正
確
に
描
写
し

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
す
。「
百
鳥
図
」
で
も
、

鸜ハ
ッ
カ
チ
ョ
ウ
鵒
（
２
）・
翡カ
ワ
セ
ミ翠
・
黄キ
セ
キ
レ
イ

鶺
鴒
等
で
は
複
数
の
姿
勢
が

描
か
れ
、
羽
の
表
裏
・
脚
と
い
っ
た
細
か
な
部
位
に

も
焦
点
を
当
て
て
お
り
、
文ブ

ン
チ
ョ
ウ鳥（

３
）
等
で
は
雌
雄
を

描
き
分
け
る
等
、
類
似
の
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、「
虫
豸
帖
」
で
は
、
百
科
事
典
「
和
漢
三
才
図
会
」

や
本
草
学
書
「
本
草
綱
目
」
を
参
照
し
て
対
象
の
同

定
を
行
い
、
写
生
日
と
と
も
に
得
ら
れ
た
知
見
を
書

き
加
え
て
い
る
事
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
百
鳥
図
」

で
も
、
写
生
日
に
加
え
、
鷸シ

ギ

・
田タ
ヒ
バ
リ
雲
雀
・
水ク
イ
ナ鶏

（
４
）・

石ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ

燕
（
５
）
に
お
い
て
、
両
書
や
漢
和
辞
典
「
和

玉
篇
」
を
参
照
し
て
の
書
込
み
を
確
認
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
虫
豸
帖
」
で
は
、
地
ツ
チ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
膽
に
は
奥
医

師
で
本
草
学
者
の
栗
本
丹
洲
の
鑑
定
を
受
け
た
旨

の
注
記
（
６
）
が
あ
り
ま
す
が
、「
百
鳥
図
」
に
も
、

石ハ
リ
オ
ア
マ
ツ
バ
メ

燕
（
５
）
に
多
喜
安
（
幕
府
・
医
学
館
督
事
・

多
紀
元
簡
（
安
長
）
ま
た
は
元
胤
（
安
元
））
の
了

承
を
得
て
薬
品
会
（
展
覧
会
）
で
写
生
し
た
旨
の
記

載
が
あ
る
等
、
幕
府
の
医
師
と
交
流
が
あ
っ
た
こ

と
が
作
品
か
ら
垣
間
見
え
ま
す
。
実
際
、
享
和
２

（
１
８
０
２
）
年
9
月
に
医
学
館
で
開
か
れ
た
薬
品
会

で
正
賢
は
、
医
学
館
の
教
授
方
を
務
め
た
小
野
蘭
山

と
初
め
て
出
会
っ
て
お
り

（
２
３
）、
文
化
12
（
１
８
１
５
）
年

の
同
会
で
は
正
賢
が
描
い
た
「
異
形
禽
類
」
が
展
示

さ
れ
る
等

（
２
４
）、
正
賢
の
医
学
館
へ
の
出
入
り
が
確
認
で

き
る
ほ
か
、
同
年
、
正
賢
所
蔵
の
「
花
卉
図
巻
」（
明

代
の
画
家
・
周し

ゅ
う
し
べ
ん

之
冕
に
よ
る
）
を
奥
医
師
・
桂
川
甫

賢
が
模
写
さ
せ
て
い
る

（
２
５
）（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
）

等
、
そ
の
交
流
は
他
の
資
料
か
ら
も
認
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

「増山正賢画像」（春木南湖筆・自賛、文化
14（1817）年）
三 重 県 編『 先 賢 遺 芳 』 三 重 県　1915　 
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1015231/28（モノクロ画像）
※棺に納められた鶴氅衣（白地に黒縁で鶴
の羽毛で織った衣を思わせる服）を着用し
ている。

（上）ハッカチョウ（第 1 軸）
（右）ブンチョウ（第 8 軸）　雄の瞼

の色が雌と比べてやや紅色であるこ
とを記している。

11

22

33

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1015231/28
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1015231/28
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クイナ（第 9 軸）　「和漢三才図会」を参照
してクイナと比定している。

（右）ヒクイドリ（第 12 軸）
（左）ハリオアマツバメ（第 12 軸）　「本草綱目」の「石燕」の

項目の「集解」（産地・性質等の注釈）を参照している。

「虫豸帖」（東京国立博物館
所蔵）よりツチハンミョウ
出 典：https://colbase.nich.
go.jp/collection_items/tnm/
A-10085?locale=ja

44

55

66

https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10085?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10085?locale=ja
https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10085?locale=ja
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採
取・捕
獲
地
が
、江
戸
や
そ
の
近
郊
（
巣
鴨・深
川・

王
子
・
岩
槻（

２
６
））

か
ら
千
葉
・
愛
知
・
三
重
・
福
岡
や

八
丈
島
と
遠
方
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
の
は
「
虫
豸

帖
」
と
共
通
し
ま
す
が
、「
百
鳥
図
」
で
は
、
孔
雀
茶

屋
（
７
）・
花
鳥
茶
屋
で
外
国
の
鳥
を
鑑
賞
で
き
る
よ

う
な
っ
た
時
代
も
反
映
し（

２
７
）、
山サ
ン
ジ
ャ
ク鵲（

８
）・
白シ
ロ
ガ
シ
ラ

頭
翁
等

の
東
ア
ジ
ア
産
や
、
秦

キ
ュ
ウ
カ
ン
チ
ョ
ウ

吉
了
・
花ダ
ル
マ
イ
ン
コ

鏡
鸚
鵡
・
火
ヒ
ク
イ
ド
リ鶏（

５
）

等
の
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
産
を
は
じ
め
、
英
国

で
改
良
さ
れ
た
孔ク

ジ
ャ
ク
バ
ト

雀
鳩
や
ア
フ
リ
カ
原
産
の
金カ
ナ
リ
ア

有
雀

（
９
）
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
は
、

ロ
シ
ア
が
日
本
の
北
方
地
域
に
進
出
し
て
き
た
た
め
、

幕
府
は
文
化
２（
１
８
０
５
）年
に
目
付・遠
山
景か
げ
み
ち晋
ら
の
、

文
化
４（
１
８
０
７
）年
に
は
堅
田
藩
主（
滋
賀
県
大
津
市
）

で
若
年
寄
の
堀
田
正ま

さ
あ
つ敦
ら
の
調
査
隊
を
西
蝦
夷
地
に
、

文
化
５
（
１
８
０
８
）
年
に
は
最
上
徳
内
・
間
宮
林
蔵
ら

を
樺
太
に
派
遣
し
て
い
ま
す

（
２
８
）。
文
化
６
（
１
８
０
９
）
年

に
西
蝦
夷
地
か
ら
樺
太
を
分
離
し
北
蝦
夷
地
と
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
西
蝦
夷
カ
ラ
フ
ト
嶋
」
の
海

辺
で
捉
え
ら
れ
堅
田
侯
（
堀
田
正
敦
）
が
所
蔵
し
て

い
る
エ
ト
ピ
リ
カ
（
10
）
は
こ
の
頃
に
捕
獲
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
、
当
時
の
日
露
間
の
緊
張
の
歴
史
を
現

在
に
伝
え
る
も
の
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う

（
２
９
）。

　

さ
て
、「
百
鳥
図
」
に
は
ク
ロ
ガ
モ
・
シ
ノ
リ
ガ

モ
（
１
ペ
ー
ジ
目
）・
大オ

オ
マ
シ
コ

麻
之
古
（
11
）・
コ
ク
マ
ル

ガ
ラ
ス
（
12
）
等
、冬
の
鳥
も
多
数
描
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
、
正
賢
が
描
い
た
絵
と
見
比
べ
な
が
ら
野
鳥

観
察
を
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

77

8899

1010

『攝津名所圖會』より「孔雀茶屋」秋里籬嶌 著述、竹
原春朝齋 圖畫　森本太助［ほか 4 名］　寛政 8-10［1796-
1798］　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2563460/59
大田南畝は、享和元（1801）年に大坂・四天王寺を参
詣した折、孔雀茶屋を訪れ、キンケイ・ハッカン・マ
ナヅル・コウライキジ・クジャクがいたと記している。

（「蘆の若葉」享和元年 4 月 8 日条（浜田義一郎［ほか］ 
編『大田南畝全集』第 8 巻　岩波書店　1986　pp.168-
169< 請求記号 KG248-18>））

（右上）サンジャク（第 12 軸）　中国の「浙江産」とある。
（上）カナリア（第 8 軸）　黄色・斑・白色の 3 種類あり、養禽家が「極黄」
「黄黒斑」「白」と名付けていたことが記される。
（右）エトウヒルカ（エトピリカ）（第 12 軸）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2563460/59
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1 「珍禽奇獣異魚」電子展示会「描かれた動物・植物　江戸時代の博物誌」
https://www.ndl.go.jp/nature/cha3/index.html
2 「伊勢長島増山家譜」東京大学史料編纂所所蔵　https://clioimg.hi.u-
tokyo.ac.jp/viewer/view/idata/400/4175/725/0061
3 「増山河内守年譜」イェール大学バイネッキ貴重書・手稿図書館所蔵（以
下「年譜」）安永 5（1776）年 5 月 30 日条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706470[158]（[ ] はコマ数）。4 分冊。
4 「年譜」では安永 7（1778）・天明 2（1782）・天明 4（1784）・天明 6（1786）・
天明 7（1787）・天明 8（1788）・寛政 10（1798）年の被害が確認できる。
5 寛 政 3（1791） 年 10 月 3 日、 倹 約・ 給 与 減 が 示 さ れ（「 年 譜 」 同 日
条　https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472[22-29]）、 寛 政
7（1795） 年 12 月 20 日（「 年 譜 」 同 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706472[116-127]）、寛政10（1798）年1月29日、寛政12（1800）
年 11 月 30 日 と 延 長 さ れ て い る（「 年 譜 」 同 日 条　https://collections.
library.yale.edu/catalog/16706472[283-288]）。
6 「 年 譜 」 天 明 8（1788） 年 7 月 19 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706471[280-282]。松尾美恵子「大坂加番制について」『徳
川林政史研究所研究紀要』昭和 49 年度　1975.3<Z18-133> 等、一連の同
氏の研究参照。
7 「 年 譜 」 寛 政 10（1798） 年 2 月 1 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706472[173-177]
8 田 能 村 竹 田「 山 中 人 饒 舌 」『 日 本 古 典 文 学 大 系 』 第 96（ 近 世 随 想
集 ）　 岩 波 書 店　1965　p.536<918-N6852>、 池 田 玄 斎「 増 山 侯 の 事 」

（ 酒 田 市 立 光 丘 文 庫 蔵「 弘 采 録 」 三 十 五 ）https://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/100175815/viewer/2493、大窪詩仏「長島侯之國賦此奉送」（神戸
大学附属図書館蔵「詩聖堂詩集」二編之三）https://kotenseki.nijl.ac.jp/
biblio/100353575/viewer/47、「文政 9（1826）年 6 月 20 日条」五弓久文 著『文
恭公実録 巻之 3・4』甫喜山景雄　1881　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/781720/10
9 「 年 譜 」 寛 政 8（1796） 年 7 月 26 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706472 [136-141]
10 「 年 譜 」 享 和 元（1801） 年 7 月 3 日 条・29 日 条　https://collections.
library.yale.edu/catalog/16706472[328-331,338-339]　
11 寛 政 10（1798） 年 2 月 25 日 に 入 手 し（「 年 譜 」 同 日 条　https://
collections.library.yale.edu/catalog/16706472[181-182]）、 寛 政 13（1801）
年 1 月 15 日から工事している（「年譜」同日条　https://collections.library.
yale.edu/catalog/16706472[293]）。
12 「 江 戸 幕 府 日 記 」 文 化 元（1804） 年 7 月 2 日 条　 国 立 公 文 書 館 蔵　
https://www.digital.archives.go.jp/img/1224184[11-12]
13 「 年 譜 」 文 化 元 年 7 月 29 日 条　https://collections.library.yale.edu/
catalog/16706473[97]
14 「 年 譜 」 文 化 7（1810） 年 6 月 14 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706473[163-164]。同年 6 月 11 日の徳川家重五十回忌時の
赦免と類推されている（杉本竜「【総説】増山家と雪斎―長島・大坂・巣
鴨―」増山雪斎［作］、桑名市博物館 編『増山雪斎　大名の美意識　特別
企画展』桑名市博物館　2007<KC16-J5>）。将軍家の法事の際、寛永寺・
増上寺が受刑者等の親族からの赦免願を纏めて寺社奉行に提出、その写し
を諸奉行内で回覧し最終的に老中が恩赦を決める制度があった（平松義郎

「恩赦」『近世刑事訴訟法の研究』創文社　1960　pp.1023-1055<327.6-

H488k>）。文化 4（1807）年徳川綱吉百回忌時の「大赦調書」https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2572517/139 に雪斎の名を確認できる一方、徳
川家重五十回忌時の「赦帳写」https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2549236
には見られないが、老中の屋敷で赦免を言い渡されたことからその可能性
は高いだろう。
15 「 年 譜 」 文 政 2（1819） 年 1 月 26 日 条　https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706473[314-316]。29 日に幕府に届けるとある。
16 「年譜」文政 2 年 2 月 1 日条　https://collections.library.yale.edu/catalog/ 
16706473[320]
17 「主要作品解説」「主要印章」増山雪斎［画］『増山雪斎展　没後 200 年
記念』三重県立美術館　2019<KC16-M299>
18 「 年 譜 」 文 政 元（1818） 年 9 月 23 日 条 https://collections.library.yale.
edu/catalog/16706473[302-303]
19 村上敬「増山雪斎　逸話と作品」前掲注 17『増山雪斎展　没後 200
年記念』、同「増山雪斎筆　草花写生図」『国華』126 巻 5 号 通号 1502 号　
2020.12<Z11-165>
20 ColBase　https://colbase.nich.go.jp/collection_items/tnm/A-10085
21 東洋文庫所蔵画像データベース　http://124.33.215.236/gazou/201310/
show201310saisyokukaiga.php?lstdir= 四 -F-3&booktitle= 草 花 寫 生 圖
&mergefile=all.jpg
22 山口泰弘「増山雪斎『虫豸帖』」『ひる・ういんど　三重県立美術館ニュー
ス』51　1996<Z72-G28>、前掲注 19『国華』126 巻 5 号 通号 1502 号
23 ［小野蘭山公勤日記］［2］享和 2（1802）年 9 月 29 日条　https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/2580148/25
24 釈敬順「十方庵遊歴雑記」三編　江戸叢書刊行会 編『江戸叢書』巻の
5　名著刊行会　1964　pp.32-34<081.7-E22-E(s)>
25 桂川甫賢花卉図（古典籍総合データベース）https://www.wul.waseda.
ac.jp/kotenseki/html/bunko08/bunko08_j0091/index.html、前掲注 19『国
華』126 巻 5 号 通号 1502 号
26 当時、様々な野鳥が江戸近郊で見られた。岩崎常正 著「武江産物志」［2］
文政 7（1824）年序　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2557805/18
27 山口泰弘「増山雪斎における彩色と水墨の意味――二つの孔雀図を通
して」前掲注 14『増山雪斎　大名の美意識　特別企画展』
28 島 谷 良 吉 著『 最 上 徳 内 』 吉 川 弘 文 館　1989<GK86-E19>、 鈴 木 道
男「若年寄の蝦夷地視察　堀田正敦の『觀文禽譜』（6）」『国際文化研
究科論集』8 号　2000<Z22-B94>、藤田覚 著『遠山景晋』吉川弘文館　
2022<GK199-M2854>
29 蝦夷地から堀田のもとに折々鳥が届いた事は、鈴木道男「化政期の内政・
外交資料としての鳥類図鑑　堀田正敦の『觀文禽譜』(8)」『国際文化研究
科論集』11 号　2003<Z22-B94> 参照。

○参考文献
細川博昭 著『江戸時代に描かれた鳥たち』ソフトバンククリエイティブ　
2012<RA567-J211>
細川博昭 著『江戸の鳥類図譜　大名、学者、本草画家が描いた日本の鳥
たち』秀和システム　2020<RA567-M85>

※ <> 内は当館請求記号
※ URL の最終アクセス日：令和 4 年 8 月 29 日
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（右）オオマシコ（第 8 軸）
（下）コクマルガラス（第 12 軸）

https://www.ndl.go.jp/nature/cha3/index.html
https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/view/idata/400/4175/725/0061
https://clioimg.hi.u-tokyo.ac.jp/viewer/view/idata/400/4175/725/0061
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706470
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706470
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706471
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706471
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100175815/viewer/2493
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100175815/viewer/2493
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100353575/viewer/47
https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100353575/viewer/47
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781720/10
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/781720/10
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706472
https://www.digital.archives.go.jp/img/1224184
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2572517/139
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2572517/139
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2549236
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/
16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/
16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
https://collections.library.yale.edu/catalog/16706473
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憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
ま
で
の
政
治

家
、
官
僚
、
軍
人
ら
が
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政
資
料
約

四
二
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館
憲
政
資

料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
行
っ
た
上

で
一
般
に
公
開
し
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、所蔵資料の概要については、
国立国会図書館ホームページ「憲政資料室」（https://
www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html）、
今回紹介する資料を含む憲政資料の概要については、
リサーチ・ナビ「憲政資料（憲政資料室）」（https://
rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/index.html）をご覧ください。

憲政資料室

春し
ゅ
ん
ぽ畝
公こ
う

遺
墨
〔
伊い
と
う藤
博ひ
ろ
ぶ
み文
書
簡
（
槇ま
き
む
ら村
正ま
さ
な
お直
宛
巻

子
本
）〕（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
３
７
１
）

（
一
巻
（
三
通
）、　
令
和
四
年
一
月
公
開
）

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
九
月
四
日
、

開
明
派
と
目
さ
れ
て
い
た
兵
部
大
輔
大
村

益
次
郎
は
、
帰
省
を
兼
ね
京
阪
地
方
巡
視

の
た
め
京
都
に
宿
泊
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
こ
を
攘
夷
派
に
襲
わ
れ
ま
す
。
幸
い
に

も
一
命
は
取
り
止
め
、
河
原
町
の
長
州
藩

邸
で
治
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
槇

村
正
直
宛
の
伊
藤
博
文
書
簡
は
そ
の
時
期

の
も
の
で
す
。
槇
村
は
当
時
、
京
都
府
の

権
大
参
事
（
副
知
事
）
の
職
に
あ
り
、
凶

徒
の
探
索
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。
実

は
、
大
村
襲
撃
の
噂
は
既
に
あ
り
、
大
村

と
親
し
い
木
戸
孝
允
も
心
配
し
て
槇
村
に

彼
の
身
辺
を
警
護
す
る
よ
う
伝
え
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
事
件
で
伊
藤
博
文
も
大
き
な
衝
撃

を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
年
六
月
に
実
現
し

た
版
籍
奉
還
を
強
く
主
張
し
て
い
た
彼

は
、そ
の
た
め
に
士
族
層
か
ら
敵
視
さ
れ
、

攘
夷
派
が
多
く
集
ま
る
京
阪
地
方
の
兵
庫

県
知
事
を
辞
し
て
、
東
京
で
大
蔵
少
輔
に

就
任
し
た
ば
か
り
で
し
た
。こ
の
よ
う
に
、

新
政
府
に
い
ま
だ
不
平
士
族
を
統
御
す
る

だ
け
の
力
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
政
府
自

身
が
「
議
論
区ま

ち
ま
ち々

に
渉
」
り
「
朝
令
夕
変
」

し
て
い
る
た
め
、「
為
国
尽
力
す
る
者
な

き
に
至
る
」
状
態
に
な
っ
て
い
る
、
と
伊

藤
は
嘆
い
て
い
ま
す
。
維
新
前
後
の
殺
伐

と
し
た
政
情
と
、
伊
藤
の
強
い
決
意
が
こ

の
書
簡
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

https://www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html
https://www.ndl.go.jp/jp/tokyo/constitutional/index.html
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/index.html
https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/jp/index.html
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槇村正直（1834-1896）
天保5（1834）年、山口生まれ。幕末は木戸孝允の下で国事に奔走する。
明治元（1868）年9月議政官史官試補に採用され、すぐに京都府出仕
を命じられる。以後、明治14（1881）年に元老院議官に就任するまで
京都府のトップを務める。東京遷都後は産業も衰退しつつあった京都
であるが、槇村時代には産業、教育に力が注がれ、伝統を保持しな
がら近代都市への脱皮を図る。「都をどり」も彼の創設にかかる。行
政裁判所長官、貴族院議員。男爵。
肖像写真の出典：『関西教育』 (1) 関西教育社　1898年10月＜雑59-29＞

写真1　伊藤博文書簡　槇村正直宛　〔明治2年〕9月29日　＜憲政資料室収集文書371-1＞

大村の遭難について“百歎千怨の至”（↓）と強い口調で嘆いています。
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宇う
つ
の
み
や

都
宮
太た
ろ
う郎
関
係
文
書

（
六
二
二
三
点
　
令
和
四
年
五
月
公
開
）

　

宇
都
宮
太
郎
は
元
々
ア
ジ
ア
へ
の
関
心

を
有
し
、
陸
軍
で
外
国
事
情
を
扱
う
参
謀

本
部
第
二
部
長
や
朝
鮮
軍
司
令
官
等
に
も

就
任
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
寄
贈
さ

れ
た
文
書
（
書
架
に
並
べ
る
と
一
三
メ
ー

ト
ル
を
こ
え
ま
す
）
に
は
、
ア
ジ
ア
に
関

す
る
多
く
の
関
連
書
類
や
書
簡
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
松
崎
鶴

雄（
写
真
２
）の
手
紙（
大
正
二（
一
九
一
三
）

年
一
二
月
一
一
日
）
が
あ
り
ま
す
。
彼

は
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
以
降
、

湖
南
省
長
沙
に
留
ま
っ
て
漢
学
を
修
め
、

後
年
に
は
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
大
連
図

書
館
（
満
鉄
図
書
館
）
の
職
員
と
し
て
資

料
収
集
な
ど
で
活
躍
し
た
人
物
で
す
。
大

正
二
（
一
九
一
三
）
年
の
宇
都
宮
の
日
記

を
ひ
も
解
き
ま
す
と
関
連
し
た
記
載
が
目

に
留
ま
り
ま
す
。
一
〇
月
二
六
日
に
水
野

梅
暁
（
日
中
間
で
活
動
し
た
僧
侶
で
、
宇

都
宮
と
面
識
が
あ
り
、
松
崎
に
長
沙
留
学

を
勧
め
る
）
が
松
崎
の
事
を
宇
都
宮
に
話

し
、
一
一
月
一
日
に
は
水
野
が
松
崎
の
旅

費
を
受
け
取
り
、
同
月
二
日
に
宇
都
宮
と

松
崎
が
面
会
し
、
翌
日
に
は
黎
元
洪
（
宇

都
宮
と
交
流
の
あ
る
中
華
民
国
副
総
統
）

へ
贈
る
肖
像
写
真
を
水
野
経
由
で
託
し
て

い
ま
す
（
写
真
３
）。
松
崎
は
手
紙
で
、
中

国
の
漢
口
で
袁
世
凱
（
中
華
民
国
大
総

統
）
に
呼
ば
れ
て
北
京
に
向
か
う
黎
元
洪

に
な
ん
と
か
会
え
た
こ
と
や
、
当
地
の
噂

な
ど
を
伝
え
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。
ほ
か

に
も
、
松
崎
か
ら
の
絵
葉
書
（
宇
都
宮
太

郎
関
係
文
書
書
簡
七
六
一-

二
、
書
簡

一
五
九
七
）
や
報
告
書
「
支
那
湖
南
省
基

督
教
近
状
」（
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年

五
月
一
二
日
）（
宇
都
宮
太
郎
関
係
文
書 

書
類
三
三
一-

五
三
）
も
文
書
の
中
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

写真3　当用日記　大正2年11月2日、3日　＜宇都宮太郎関係文書 日記8＞

写真2　松崎鶴雄（1867-1949）

肖像写真の出典：柔父会編『松
崎先生還暦祝賀記念文集』柔
父会　1936＜726-99＞
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宇都宮太郎（1861-1922）
文久元（1861）年佐賀生まれ。陸軍軍人。参謀本部
勤務、日露戦争中は在イギリス公使館付武官で明石
工作を支援。帰国後は、参謀本部第2部長、第4師
団長等を経て、朝鮮軍司令官、大正8（1919）年には
大将となり、翌年、軍事参議官に就任。大正11（1922）
年死去。国会議員の宇都宮徳馬は太郎の子息。
肖像写真の出典：写真（宇都宮太郎）　大正2年1月11日
＜宇都宮太郎関係文書2089＞

写真4　松崎鶴雄書簡　宇都宮太郎宛　大正2年12月11日　＜宇都宮太郎関係文書 書簡761-1＞

書簡の冒頭と末尾。
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諸も
ろ
は
し橋
襄の
ぼ
る

関
係
文
書

（
一
九
点
　
令
和
三
年
八
月
公
開
）

　

諸
橋
襄
関
係
文
書
は
、
大
正
か
ら
昭

和
期
に
か
け
て
内
務
省
に
勤
め
た
諸
橋

襄
が
所
蔵
し
て
い
た
一
九
点
の
資
料
で

す
。
在
職
し
た
枢
密
院
に
関
係
す
る
資

料
や
、
枢
密
院
議
長
で
あ
っ
た
山
県
有

朋
に
関
連
し
た
資
料
を
多
く
含
み
ま

す
。

　
写
真
５
の
資
料
は
、
三
井
合
名
会
社

の
相
談
役
で
あ
る
益ま

す
だ田
孝た
か
しか
ら
山
県
に

宛
て
た
、
対
華
二
十
一
か
条
要
求
に
関

連
す
る
書
簡
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
二
月
二
十
六

日
の
書
簡
（
写
真
６
）
で
は
、
日
本
政

府
か
ら
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社（
満
鉄
）

に
対
し
、「
貨
車
全
部
旅
客
用
ニ
供
ス

ル
為
メ
何
時
ニ
而
も
提
供
シ
得
ラ
ル
ヽ

様
用
意
セ
ヨ
…
」（
←
１
）
と
要
請
が

あ
っ
た
、
と
伝
え
て
い
ま
す
。
旅
客
を

運
ぶ
た
め
に
い
つ
で
も
貨
車
全
部
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
用
意
せ
よ
、
と
い
う

こ
の
連
絡
は
、
二
十
一
か
条
要
求
の
交

渉
難
航
と
と
も
に
中
国
国
内
で
の
緊
張

が
高
ま
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
現
地
に

い
る
自
国
民
を
退
避
さ
せ
る
可
能
性
を

見
越
し
た
指
示
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

益
田
は
、
こ
の
書
簡
の
冒
頭
に
「
今
日

大
連
よ
り
左
之
電
信
有
之
…
」（
←
２
）

と
あ
る
と
お
り
、
大
連
に
い
る
三
井
物

産
の
社
員
か
ら
送
ら
れ
る
報
告
を
受
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
の

書
簡
に
は
、
北
京
、
長
春
、
天
津
等
の

各
支
店
か
ら
の
電
信
を
そ
の
ま
ま
添
付

し
た
も
の
も
あ
り
（
写
真
７
）、
各
地
の

情
勢
や
政
府
間
交
渉
の
状
況
が
克
明
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
な
ぜ
満
鉄
へ
の
政
府
の
指
示

の
情
報
を
、
民
間
人
で
あ
る
益
田
が
山

県
に
伝
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
実

は
、
当
時
の
加
藤
高
明
外
相
（
第
二
次

大
隈
内
閣
）
は
、
山
県
ら
元
老
の
影
響

力
か
ら
独
立
し
た
外
交
を
志
向
し
た
た

め
、
慣
例
で
あ
っ
た
元
老
へ
の
外
交
文

書
の
回
覧
を
と
り
や
め
て
い
ま
し
た
。

山
県
は
、
二
十
一
か
条
要
求
を
め
ぐ
る

外
交
過
程
に
つ
い
て
、
以
前
の
よ
う
に

政
府
か
ら
十
分
な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
書
簡
が
書
か
れ
た
時
、
山
県
は

古こ

き稀
庵あ
ん

、
益
田
は
掃そ
う
う
ん
だ
い

雲
台
と
称
す
る
私

邸
を
小
田
原
に
隣
接
し
て
構
え
て
お

り
、
文
字
通
り
の
隣
人
と
し
て
、
茶
道

等
の
趣
味
を
通
し
た
親
交
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
の
山
県
の
政
治
的
な
力

を
支
え
て
い
た
、
人
脈
や
情
報
網
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
す
。

写真5　〔対華21か条要求関係益田孝書簡綴〕　＜諸橋襄関係文書15＞
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写真6　益田孝書簡　山県有朋宛　〔大正4年〕2月26日　＜諸橋襄関係文書15-1＞

写真7　益田孝書簡　山県有朋宛　〔大正4年〕5月5日　＜諸
橋襄関係文書15-4＞の別紙

5月5日の益田の書簡に添付された、天津支店長の森恪（つとむ）
による電報です。3か月以上にわたって交渉が難航するにつれ、
大陸駐在の軍事力を背景とする開戦論を含めて、日本国内では
強硬な主張が高まりを見せました。

益田孝（1848-1938）
嘉永元（1848）年新潟生まれ。
創設期の三井物産を支え、三
池鉱山の落札を成功させるな
ど、三井財閥の重鎮として活
躍した実業家。茶人としても
高名で、「鈍翁」と称した。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖
像」（https://www.ndl.go.jp/portrait/
datas/331）

諸橋襄（1899-1999）
明治32（1899）年新潟生まれ。東
京帝国大学を経て大正12（1923）年
以降、内務官僚として全国各地に
勤務し、行政裁判所評定官、枢
密院書記官等を歴任する。退官
後は帝京大学法学部長を務めた。
肖像写真の出典：『貴族院要覽  昭和21
年12月増訂 丙』貴族院事務局　1947＜
BZ-1-1＞

最
早
戦
争
ス
ル
方
得
策
ト
思
フ

森
恪

２１

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/331
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/331
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本ほ
ん
だ多
熊く
ま
た
ろ
う

太
郎
関
係
文
書

（
四
八
〇
点
　
令
和
四
年
三
月
公
開
）

　

こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
た
本
多
熊
太
郎

関
係
文
書
は
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
に

か
け
て
外
交
官
を
務
め
た
本
多
熊
太
郎
が

旧
蔵
し
て
い
た
、
政
治
家
、
外
交
官
か
ら

の
書
簡
、
書
類
、
写
真
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
第
二
次
近
衛
文
麿
内
閣
の
松

岡
洋
右
外
相
期
に
任
命
さ
れ
た
特
命
全
権

大
使
在
任
中
（
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）

年
一
二
月
か
ら
一
六
（
一
九
四
一
）
年

一
二
月
ま
で
）
の
資
料
が
多
く
残
さ
れ
、

特
に
汪
兆
銘
率
い
る
南
京
国
民
政
府
（
中

華
民
国
）
と
の
外
交
の
様
子
を
伝
え
る
記

録
は
貴
重
で
す
。

　

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
六
月
一
六

日
、
汪
主
席
の
訪
日
（
写
真
８
）
が
実
現

し
ま
し
た
。「
汪
主
席
訪
日
会
談
要
録
」（
写

真
９
）
は
、
こ
の
時
に
行
わ
れ
た
近
衛
首

相
、
松
岡
外
相
ら
と
の
各
会
談
の
記
録
で

す
。
例
え
ば
六
月
二
〇
日
の
会
談
で
は
、

松
岡
か
ら
汪
に
対
し
「
三
億
円
ノ
「
ク

レ
ヂ
ッ
ト
」
ヲ
設
定
ス
ル
コ
ト
」（
１
→
）

を
切
り
出
し
、汪
が「
感
激
ニ
堪
エ
ス
」（
２

→
）
と
応
じ
た
様
子
が
、
克
明
に
綴
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
訪
日
の
結
果
、
両
政
府

は
共
同
宣
言
を
発
す
る
と
と
も
に
、
日
本

政
府
か
ら
南
京
国
民
政
府
に
三
億
円
の
借

款
が
供
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
一
六
年
六
月
が
太
平
洋
戦
争
開
戦

の
直
前
で
、
日
米
間
の
緊
張
感
が
高
ま
っ

て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る

と
、
汪
政
権
と
の
友
好
関
係
を
見
せ
よ
う

と
す
る
日
本
側
の
思
惑
が
あ
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

会
談
の
最
後
は
、
本
多
の
話
題
に
及
ん

で
い
ま
す
。
松
岡
は
「（
本
多
）
大
使
ハ

自
分
ノ
唯
一
ノ
外
交
顧
問
ニ
シ
テ
自
分
ト

同
一
人
ト
考
ヘ
万
事
相
談
セ
ラ
レ
度
シ
」

と
汪
に
伝
え
て
お
り
、
本
多
に
対
す
る
信

任
ぶ
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

写真8　写真（汪中華民国行政院院長一行招待午餐会記念撮影）　 昭和16年6月21日　＜本多熊太郎関係文書208＞

汪兆銘一行と。1列目右から4人目が本多で、8人目が汪主席です。
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写真9　 汪 主 席 訪 日 会 談 要 録　
昭和16年6月　＜本多熊太郎関
係文書67-8＞

発言者は、「外」が松岡洋右外相、
「汪」は汪兆銘主席を示してい

ます。

本多熊太郎（1874-1948）
明治7（1874）年和歌山生まれ。明治28（1895）年に外務省書記生試験に
合格。明治34（1901）年に小村寿太郎外相の秘書官に任ぜられ、明治
38（1905）年に日露戦争後のポーツマス講和会議に随行。その後も外交
官としてハルビン、イギリス、スイス、オーストリア、ドイツなどに赴任
した。大正15（1926）年に免官となるが、昭和15（1940）年に松岡洋右外
相により南京国民政府（中華民国）の特命全権大使に任命され、汪兆
銘政権との外交に当たった。昭和23（1948）年死去。
肖像写真の出典：本多熊太郎肖像　大正12年6月　＜本多熊太郎関係文書196＞

１

２
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写真10　東久世通禧書簡　寺島宗則宛　〔明治〕4月13日　＜憲政資料室収集文書370-9＞

明
治
朝
名
士
書〔
明
治
初
期
外
交
関
係
書
簡
巻
子
本
〕

（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書
３
７
０
）

（
一
巻
（
二
一
通
）、
令
和
四
年
一
月
公
開
）

　

勝
海
舟
や
小
松
帯
刀
な
ど
、
幕
末
か
ら

明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
々
の
書
簡
を

収
録
し
た
巻
物
で
す
。
外
国
や
外
国
人
と

の
関
わ
り
の
も
と
に
生
じ
た
案
件
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
10
は
そ
の
う
ち
の
一
通
で
、
明
治

三
（
一
八
七
〇
）
年
ご
ろ
の
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
東
久
世
通
禧
（
ひ
が
し
く
ぜ
み

ち
と
み
）
開
拓
長
官
が
寺
島
宗
則
外
務
大

輔
へ
宛
て
て
、「
カ
ル
ト
ネ
ル
地
処
一
件

孛
国
公
使
御
談
判
」（
→
）
に
つ
い
て
尋

ね
て
い
ま
す
。「
孛
国
」と
は
プ
ロ
イ
セ
ン
、

「
カ
ル
ト
ネ
ル
」
と
は
箱
館
（
後
の
函
館
）

で
活
動
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
の
貿
易
商
ガ
ル

ト
ネ
ル
（R. Gaertner

）
で
す
。

　

明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
、
ガ
ル
ト
ネ

ル
は
、
箱
館
駐
在
の
外
交
官
で
あ
る
弟
の

協
力
の
も
と
、
榎
本
武
揚
ら
旧
幕
府
軍

の
い
わ
ゆ
る
「
蝦
夷
島
政
府
」
と
の
間

で
、
開
墾
を
目
的
と
し
て
居
留
地
外
の
広

大
な
地
所
を
事
実
上
半
永
久
的
に
租
借
す

る
契
約
を
結
び
ま
し
た
。
箱
館
戦
争
終
結

後
、
新
設
さ
れ
た
開
拓
使
は
外
務
省
へ
状

況
を
報
告
し
、
明
治
政
府
も
諸
外
国
と
の

関
係
上
こ
の
一
件
を
重
く
み
て
、
地
所
を

取
り
返
す
べ
く
契
約
解
消
交
渉
に
動
き
ま

し
た
。
外
務
省
と
北
ド
イ
ツ
連
邦（

※
）代
理
公

使
、
開
拓
使
と
ガ
ル
ト
ネ
ル
の
二
方
面

で
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
結
果
、
明
治
三

（
一
八
七
〇
）
年
一
一
月
に
ガ
ル
ト
ネ
ル

へ
多
額
の
補
償
金
を
支
払
う
こ
と
で
解
決

に
至
り
ま
し
た
。

　

東
久
世
の
書
簡
は
、
開
拓
長
官
の
立
場

か
ら
「
カ
ル
ト
ネ
ル
地
処
一
件
」
に
対
処

す
る
過
程
で
、
外
交
筋
へ
も
注
意
を
向
け

た
も
の
と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

東久世通禧（1833-1912）
天保4 （1833）年京都生まれ。幕末に尊攘
派の公卿として三条実美らとともに七卿落
ちを経験。明治維新後は外国事務総督、
開拓長官、侍従長、元老院副議長、貴族
院副議長、枢密院副議長などを歴任。伯
爵。明治45（1912）年死去。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（https://
www.ndl.go.jp/portrait/datas/175）

※プロイセンを中心とする連邦で、1867 年成立。1871 年にドイツ帝国。

https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/175
https://www.ndl.go.jp/portrait/datas/175


　

蔵書の新たな探索方法を創る
―NDL の OCR テキスト化―

　2021 年度、国立国会図書館（以下、NDL）は、OCR（光学式文字認識）に関す
る 2 つの大きなプロジェクトを進めました。
　一つは、「デジタル化資料の OCR テキスト化」事業です。国立国会図書館デジタ
ルコレクションに収録されたほぼ全てのデジタル化資料 247 万点（2 億 2300 万画
像）から、既存の OCR サービスを NDL の資料に最適化したものを用いて全文テキ
ストデータを作成しました（テキスト化については月報 733（2022 年 5 月）号で
紹介しています）。
　もう一つは、今後、NDL がデジタル化していく資料のテキストデータ作成のため
の「OCR 処理プログラム研究開発」事業です。日本語 OCR の精度向上に向けた調
査研究を進め、オープンソースとして公開可能な OCR 処理プログラムそのものの研
究開発を行いました。これにより、NDL のデジタル化資料に最適化した OCR 処理
プログラム「NDLOCR」が開発・リリースされました。
　本特集記事では、まず、NDL が開発した OCR 処理プログラムである「NDLOCR」
について紹介します。続いて、「デジタル化資料の OCR テキスト化」事業で作成さ
れた全文テキストデータの活用法の一つとして、新たな本の探索方法を生み出す実
験サービス「NDL Ngram Viewer」を紹介します。膨大な本の中に埋もれている知
識を呼び出せるのだという醍醐味を、ぜひ、味わっていただければと思います。

　（電子情報部 電子情報企画課 次世代システム開発研究室）
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NDLOCR　開発しました！
（公開日：令和 4 年 4 月25日）

　OCR は、画像に含まれる文字を読み取ってテキストデータを抽出する技術です。具
体的には、資料の画像に対して、まず紙面の構成要素（レイアウト）を認識し、レイ
アウト内に書かれた文字を認識してテキストデータに変換していきます。

実際のレイアウト認識結果の例

レイアウト要素としては、例えば「注釈」、

「図版」、「化学式」、「数式」といったも

のがあります。

資料画像をプログラムに
読み込ませて…… テキスト化！

吾輩は猫である。

名前はまだ無い……

参謀本部編纂の地図を又繰開いて見るでもなかろう、と思ったけれども……

OCR

OCR 豆知識

　長尾真元国立国会図書館長・元
京都大学総長は、京都大学在職時
の 1964 年から 1967 年までの間に
手書き文字認識の研究を行っており、
この成果は当時の郵政省における初
期の郵便番号の自動読み取り装置に
応用されました。

左上：山崎麓［著］『鷹雄と海老太郎　教育小説』
科 外 教 育 叢 書 刊 行 会　1917（https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/953615/8）
右上：東京文理科大学 編『東京文理科大学・東
京高等師範学校・第一臨時教員養成所一覧 昭和
４年度』東京文理科大学　1930（https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1448261/143）
左下：ヴェルナドスキー 著　高橋純一 訂訳『地球
化学』内田老鶴圃　1933（https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/1051755/89）
右下：橋梁研究会 編『鋼橋設計諸表の解説並設
計例 昭和 18 年 9 月』水産社　1943（https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1058615/9）

（OCR処理プログラム）

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/953615/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/953615/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1448261/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1448261/143
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1051755/89
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1051755/89
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1058615/9
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1058615/9
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「NDLOCR」はオープンソースで公開中！！

あなたのお手元のデジタル画像も、テキストデータにしてみませんか？

・どなたでも無料で自由に使えます（チュートリアル等ありますが、環境構築には一定の技術スキルが必要です）。
・明治期の資料のような古い活字の資料もテキスト化できます。
・テキスト化したい紙面の要素を指定して、カスタマイズできます（たとえば「柱」と「ルビ」は要らないけれ
ど「ページ番号」はテキスト化したい、といったニーズに対応しています）。
・活用にご関心のある方は以下の URL をご覧ください。

https://github.com/ndl-lab/ndlocr_cli

  どんな風にテキスト化できるのかを実際にご紹介します！

小型で比較的複雑なレイアウトの例として、『平家物語』を題材に、OCR が見分けた紙面の要素ご

とに色分けしています。
（永井一孝［校］『平家物語』 有朋堂書店　1937　https://dl.ndl.go.jp /info:ndljp/pid/1223268/51）

黄色い箇所は、「注釈（左の例では頭注）」
テキスト化の結果は

「公請 - 恒例臨時の法席は必ず請召の僧に
與ふ之を公請僧といふ（以降略）」

赤い箇所は、「本文」
（青い箇所は「ルビ」）
テキスト化の結果は

「治承元年五月五日の日、
天 台 座 主 明 雲 大 僧 正、
公請を停止せらる〻上、
藏人を御使にて（以降
略）」（二行目）

緑（点線）の箇所は、「柱」
（枠外に記載された章名等）
テキスト化の結果は「卷第二」

水色の箇所は、「ノンブル」
（ページ番号）
テキスト化の結果は「五三」

https://github.com/ndl-lab/ndlocr_cli
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1223268/51
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1 現時点の NDL Ngram Viewer は、著作権保護期間が満了した図書のみを対象としているため、1950 年代
以降に出版された資料については、年代ごとの母集団と出現頻度のいずれも小さくなる点と、あくまで OCR
が読み取った結果の文字列であり誤りも含まれる点に注意してご利用ください。

NDL Ngram Viewer　開発しました！
（公開日：令和 4 年 5 月31日）

　資料を探していて、こんなお悩みはありませんか？

　・この言葉、むかし流行語だったらしいけれど、いつ頃の本に多く登場するのかな？

　・調べたいことは決まったけれど、正確にどんな言葉で検索したらいいかわからないよ……

　　「～を含む単語」のように少しあいまいなキーワードで検索したいな。

　NDL Ngram Viewer は、著作権保護期間が満了したデジタル化済み図書資料を対象
（2022 年 9 月現在）に、OCR テキストデータについて、出版年代ごとに単語の出現頻度
を可視化できるサービスです 1。

　実際に使ってみましょう。

　下の例は「一生懸命」と「一所懸命」の出版年代の時系列ごとの出現頻度を比較した結果です。
NDL Ngram Viewer 上で見ると、1883（明治 16）年頃から、「一生懸命」の方が多くなっていっ
た傾向もうかがえます。でも、「一所懸命」も根強く残っていますね。

https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/?keyword= 一生懸命 %2F 一所懸命

※ p.16、18 の題字の周縁デザインおよび p.16 下部のイラストの出典：いらすとや　https://www.irasutoya.com/

https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/?keyword=一生懸命%2F一所懸命
https://www.irasutoya.com/
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　ほかにもこんな使い方ができます！

　　「きのこ」と「たけのこ」の年代ごとの登場頻度を比較したい。
　　→「きのこ / たけのこ」で検索。

　さらに、一定のルールに則り文字（テキスト）の並びを指定する方法として「正規表現」と呼ばれるパター

ンを用いた高度な検索方法にも対応しています。

　例えば、次のようなことができます。

　　「平○盛」のように、平家一門で名前が「盛」で終わる人物を調べたい
　　→「平 . 盛」で検索（「平」と「盛」の間に任意の一文字 (.) が含まれる単語を検索する正規表現）

　　「温泉」で終わる単語（箱根温泉や登別温泉）にどんなものが多いかを調べたい
　　→「.* 温泉」で検索（「温泉」の前に任意の一文字（.）が任意の回数 (*) 含まれる単語を検索する正規表現）

データの使い道について

こんなアイディアもいただいています。

「NDL Ngram Viewer の検索結果で、関連す
るキーワード同士の出現頻度を簡単に足し合わ
せることができると嬉しい」

「資料が出版された時代ごとにテキストデータを
抽出してそれぞれの区切りごとの単語の関係性
を分析する歴史分析ができるのではないか」

―Japan Open Science Summit 2022
「国立国会図書館デジタル化資料データ（画像・
テキスト）の使い道：90 分アイデアソン」（2022
年 6 月 10 日（金）開催）にて頂いた意見より
https://lab.ndl.go.jp/event/joss2022/

「平 . 盛」で検索した結果（https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/?keyword= 平 . 盛）

今後に向けて（全文テキストデータの活用）

　2022 年 3 月、NDL の実験システム「次世代デジタルライブラリー」

に、著作権保護期間が満了した図書資料 28 万件の全文テキストデー

タを投入し、本文検索を実現しました。この反響は大きく、図書館

のレファレンス業務でも活用されるなど、本文検索の有用性が確認

できたことから、2022 年 12 月に新しくリニューアルする国立国会

図書館デジタルコレクションにおいて、247 万点全ての全文テキス

トデータを用いた本文検索サービスの提供開始を予定しています。

　また、2023 年 3 月までには、市場にアクセシブルな電子書籍等

が流通している場合などを除き、視覚障害者等用データ送信サービ

スを通じて、全文テキストデータを視覚障害者等の方や図書館等に

提供する予定です。

https://lab.ndl.go.jp/event/joss2022/
https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/?keyword=平.盛


https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2022-03.html

※作家・画家名の日本語よみは、翻訳家の宇野和美氏にご協力をいただきました。書籍の表記とは異なる場合があります。
※展示会で取り上げる作品の中から一部を紹介します。

会期が変更になる場合があります。最新情報については、公式ホームページなどでご確認ください。

＊青い色の国出身の作家・画家
の作品を展示しています

2022年

10⺼4日㊋～12月25日㊐

　 　展示会「スペイン語でつながる子どもの本―スペインと中南米から」では、国際子ども図書館
の所蔵資料から、スペイン語で書かれた子どもの本とその翻訳書を展示します。
　スペイン語を公用語とする国はスペインだけでなく、大西洋を隔てた中南米にも数多く存在し
ます。この展示会では、スペイン語圏の国々出身の作家・画家たち、中でも、現地で子どもの本
の出版が増え始めた1980年代以降に活躍してきた作家や画家に焦点を当て、その多彩で表現豊
かな作品の数々を紹介します。

https://www.kodomo.go.jp/event/exhibition/tenji2022-03.html
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『さよならホセフィーナ』
ホセマリア・サンチェスシルバ 作
江崎桂子 訳　ロレンソ・ゴニ 絵
学研　1967【Y7-845】

※【　】内は国立国会図書館請求記号。本稿に掲載するものはすべて国際子ども図書館所蔵。

スペインの子どもの本をめぐる状況　　

　スペインでは、1930年代の内戦後、フランコ総統による独裁政権下で検
閲が行われ、出版が制限されていました。1970年代のフランコ政権の終焉
とともに民主化が進み、検閲などの制約が廃止されると、子どもの本の刊
行も盛んになりました。児童文学の分野では、1980年代以降、歴史ものやファ
ンタジーなど様々なジャンルの作品が生まれました。社会の現実をとらえた
作品や、思春期の子どもたちの内面を描いた作品も数多く見られます。絵本
の分野でも、近年は、中小の出版社が競って個性的な絵本を手がけています。

ホ
セ
・
マ
リ
ア
・

サ
ン
チ
ェ
ス
‐
シ
ル
バ
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に
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スペイン出身の作家・画家

スペイン



22国立国会図書館月報 739号 2022.11

『かちんこちんのムニア』
アスン・バルソラ 作・絵　宇野和美 訳
徳間書店　1996【Y18-11606】

『雨あがりのメデジン』
アルフレッド・ゴメス=セルダ 作 宇野和美 訳　
鈴木出版　2011【Y9-N12-J58】
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スペイン出身の作家・画家（続き）
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『めがねっこマノリート』
エルビラ・リンド 作　エミリオ・ウルベルアーガ 絵　とどろきしずか 訳　
清水憲男 監修　小学館　2005　【Y9-N05-H256】
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『あくびばかりしていたおひめさま』
カルメン・ヒル 文　エレナ・オドリオゾーラ 絵
宇野和美 訳　光村教育図書　2009【Y18-N09-J255】

『エイハブ船長と白いクジラ』
マヌエル・マルソル 作・絵　美馬しょうこ 訳
ワールドライブラリー　2016【Y18-N16-L336】

エ
レ
ナ
・
オ
ド
リ
オ
ソ
ラ

　

画
家
の
祖
父
と
父
を
持
ち
、
広

告
業
界
で
の
勤
務
を
経
て
絵
本
画

家
に
な
り
ま
し
た
。
繊
細
で
な
め

ら
か
な
タ
ッ
チ
と
や
わ
ら
か
な
色

遣
い
が
特
徴
で
す
。
２
０
２
１
年

に
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
世
界
絵
本
原
画

展
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
、
国

際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
画
家
賞
の
候

補
に
も
複
数
回
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

マ
ヌ
エ
ル
・
マ
ル
ソ
ル

　

大
学
と
大
学
院
で
広
告
、
映
画
、

児
童
文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

び
、
絵
本
作
家
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
画
家
と
し
て
の
独
創
的
な
表

現
力
と
高
い
技
術
力
が
評
価
さ
れ
、

国
内
外
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
『
エ
イ
ハ
ブ
船
長
と
白
い
ク
ジ

ラ
』
は
、
ハ
ー
マ
ン
・
メ
ル
ヴ
ィ

ル
の
小
説
『
白
鯨
』
を
も
と
に
し

た
作
品
で
す
。
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『マルコとパパ：ダウン症のあるむすことぼくのスケッチブック』
グスティ 作・絵　宇野和美 訳　偕成社　2018【Y1-N18-L60】

グ
ス
テ
ィ

　

ス
ペ
イ
ン
語
圏
で
広
く
活
躍
す

る
画
家
で
、
約
20
か
国
で
作
品
が

翻
訳
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
多

様
な
表
現
ス
タ
イ
ル
を
持
ち
、

１
９
８
９
年
の
ブ
ラ
チ
ス
ラ
バ
世

界
絵
本
原
画
展
で
の
金
の
り
ん
ご

賞
な
ど
、
数
々
の
受
賞
歴
が
あ
り

ま
す
。
２
０
２
２
年
の
国
際
ア
ン

デ
ル
セ
ン
賞
画
家
賞
の
候
補
に
も

選
ば
れ
ま
し
た
。

アルゼンチン

チリ

『いっぽんのせんとマヌエル』
マリア・ホセ・フェラーダ 文　パトリシオ・メナ 絵
星野由美 訳　偕成社　2017【Y18-N17-L222】

マ
リ
ア
・
ホ
セ
・
フ
ェ
ラ
ー
ダ

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動

す
る
か
た
わ
ら
、
チ
リ
の
軍
事
独

裁
政
権
下
で
亡
く
な
っ
た
子
ど
も

た
ち
に
詩
集
を
捧
げ
る
な
ど
、
作

家
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
『
い
っ
ぽ
ん
の
せ
ん
と
マ
ヌ
エ

ル
』
は
、
線
に
こ
だ
わ
り
を
示
す

自
閉
症
の
少
年
マ
ヌ
エ
ル
と
の
出

会
い
を
機
に
生
ま
れ
た
絵
本
で
す
。

中南米の子どもの本をめぐる状況　　

　中南米で子どもを読者として意識した本を手がける出版社が登場し始め
たのは1980年頃でした。それ以降、中南米の子どもたちが生きる社会をあ
りのままに描いた作品が数多く出版されてきました。
　大半の国でスペイン語が話されている中南米では、国境を越えて活動す
る作家や画家が少なくありません。子どもの本の作り手たちは、スペイン
語を介して連携し、互いに刺激し合って作品を生み出しているのです。

中南米出身の作家・画家
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コロンビア

メキシコ

『やだよ』
クラウディア・ルエダ さく　うのかずみ やく　
西村書店　2013【Y18-N13-L48】

『水おとこのいるところ』
イーヴォ・ロザーティ 作　ガブリエル・パチェコ 絵　
田中桂子 訳　岩崎書店　2009【Y18-N09-J303】 

ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
・
ル
エ
ダ

　

コ
ロ
ン
ビ
ア
で
法
律
と
美
術
を

学
び
な
が
ら
新
聞
の
風
刺
漫
画
を

手
が
け
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
で
子

ど
も
の
本
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
色
鉛
筆
、
木
炭
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
な

ど
を
用
い
て
絵
を
描
い
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ

ン
賞
画
家
賞
と
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン

賞
の
候
補
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
パ
チ
ェ
コ

　

美
術
学
校
で
舞
台
美
術
や
デ
ザ

イ
ン
を
学
び
ま
し
た
。
シ
ュ
ル
レ

ア
リ
ス
ム
を
思
わ
せ
る
、
不
思
議

な
印
象
を
与
え
る
画
風
が
特
徴
的

で
す
。

　
『
水
お
と
こ
の
い
る
と
こ
ろ
』
で

は
、
蛇
口
か
ら
生
ま
れ
た
心
優
し

い
水
お
と
こ
の
物
語
が
、
青
を
基

調
と
す
る
幻
想
的
な
色
彩
で
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

ペルー

『いいこにして、マストドン！』　　
ミカエラ・チリフ 文　イッサ・ワタナベ 絵　星野由美 訳
ワールドライブラリー　2015【Y18-N16-L40】

イ
ッ
サ
・
ワ
タ
ナ
ベ

　

ペ
ル
ー
の
現
代
詩
人
で
児
童
文

学
作
家
で
も
あ
っ
た
ホ
セ
・
ワ
タ

ナ
ベ
と
、
画
家
で
あ
る
妻
と
の
間

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
大
学
で
美
術

を
学
ん
だ
の
ち
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ

ヨ
ル
カ
島
に
移
住
し
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。

そ
の
後
ペ
ル
ー
に
戻
り
、
美
術

館
で
子
ど
も
向
け
の
絵
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
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　本展示会では、スペイン語圏の国々から
選んだ約200点の資料を展示しています。
ここにご紹介した以外にも、スペイン語圏
における民話、スペイン語圏でも親しまれ
ている世界の名作絵本、子どもたちを取り
巻く社会問題を扱った本など、様々な切り
口で選んだ本を取り上げます。
　この機会に、スペイン語の子どもの本の
魅力を感じてみてください。
　国際子ども図書館へのお越しをお待ち
しています。

【本稿で紹介した以外の出展作家・画家】（展示会場での紹介順）

スペイン：アナ・マリア・マトゥーテ、フアン・ファリアス、コンチャ・
ロペス=ナルバエス、カルマ・スレ = バンドレイ、ウリセス・ウェ
ンセル、ジョルディ・シエラ・イ・ファブラ、ジョアン・マヌエル・
ジズベルト、エリアセル・カンシーノ、ハビエル・サバラ、ラウラ・
ガジェゴ =ガルシア

アルゼンチン：マリア・クリスティーナ・ラモス、マリア・テレサ・
アンドルエット、クラウディア・レニャッツィ、マリア・ウェレニケ、
リリアナ・ボドック、ディエゴ・ビアンキ、イソール、リニエルス　
チリ：マルタ・カラスコ、アレハンドラ・アコスタ、パロマ・バルディ
ビア
コロンビア：イバル・ダ・コル、ハイロ・ブイトラゴ

メキシコ：フランシスコ・イノホサ、トニョ・マルピカ、アレハン
ドロ・マガジャネス、フアン・パロミノ
ペルー：ホセ・ワタナベ

関連講演
「スペインと中南米の子どもの本―この100年の変遷と今―」
（動画配信）

スペイン語翻訳家である宇野和美氏を講師にお迎えしま
した。スペイン語圏の子どもの本のこの100年の状況や、
現在の出版事情、日本での翻訳や作品紹介の実情などに
ついてお話しいただいた動画を、YouTubeの国立国会図
書館公式チャンネルで公開します。

講師：宇野和美氏　(スペイン語翻訳家)
配信期間：2022年9月30日（金）～12月25日（日）
URL：
https://www.kodomo.go.jp/event/event/event2022-08.html ©Kazuko Wakayama

https://www.kodomo.go.jp/event/event/event2022-08.html
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国
立
国
会
図
書
館
は
国
会
に
属
す
る
図
書
館
で
す
が
、

行
政
府
で
あ
る
府
省
庁
や
、
司
法
府
で
あ
る
最
高
裁
判
所

に
も
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
図
書
館
が
あ
る
の
を
ご
存

知
で
し
ょ
う
か
。
支
部
図
書
館
は
、
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
府

省
庁
や
裁
判
所
の
職
員
向
け
に
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
一
方
で
、「
支
部
図
書
館
制
度
」
に
基
づ
い
て
国
立

国
会
図
書
館
と
様
々
な
や
り
と
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
支
部
図
書
館
が
窓
口
と
な
っ
て
、
納
本
対
象

の
官
庁
出
版
物
を
国
立
国
会
図
書
館
に
送
付
す
る
な
ど
で

す
。
ま
た
、
支
部
図
書
館
職
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
一
環
と

し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
で
は
支
部
図
書
館
職
員
向
け
の

様
々
な
研
修
を
年
に
５
回
前
後
実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修

で
は
、
目
録
の
取
り
方
や
資
料
の
取
扱
い
方
と
い
っ
た
、

図
書
館
業
務
の
基
礎
と
な
る
科
目
を
中
心
に
開
講
し
て
い

る
ほ
か
、
最
近
で
は
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
科
目
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

支
部
図
書
館
職
員
向
け
の
研
修
は
、
昭
和
23

（
１
９
４
８
）
年
、
当
時
国
立
国
会
図
書
館
の
あ
っ
た
赤

坂
離
宮
で
「
実
務
研
修
会
」
を
実
施
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
か
つ
て
は
全
国
各
種
の
図
書
館
へ
の
調
査
研
修
を
実

施
し
た
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
多
様
な
変
化
を
経
な
が
ら
続

い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
つ
い
に
２
年
前
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
受
け
ら
れ
る
科
目
も
登
場
し
ま
し
た
。

　

私
は
新
た
に
支
部
図
書
館
職
員
に
な
っ
た
方
向
け
の
研

修
の
講
師
と
し
て
、
国
立
国
会
図
書
館
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
の
科
目
を
担
当
し
ま
し
た
。
庁
舎
内
に
図
書
館
が
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
国
立
国
会
図
書
館
の

支
部
図
書
館
で
あ
る
こ
と
は
図
書
館
に
配
属
さ
れ
る
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
数
十
分
の

講
義
で
す
べ
て
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
研

修
内
容
は
入
念
に
練
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
活
き
て
く
る

の
が
い
つ
も
支
部
図
書
館
職
員
の
方
か
ら
来
る
お
問
合
せ

で
す
。
蔵
書
検
索
方
法
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
に
は
、
研

修
の
演
習
な
ど
で
使
え
る
ア
イ
デ
ア
が
多
く
隠
れ
て
い
ま

す
。よ
り
よ
い
研
修
を
作
る
た
め
、常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ

て
お
く
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
開
始
や
資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す

る
科
目
の
開
講
な
ど
、「
デ
ジ
タ
ル
シ
フ
ト
」
し
て
き
た

支
部
図
書
館
職
員
研
修
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
研

修
を
効
果
的
な
も
の
に
で
き
る
よ
う
、
考
え
続
け
て
い
き

ま
す
。

（
支
部
図
書
館
・
協
力
課 

サ
ー
ビ
ス
係　

ム
ー
ミ
ン
）

支部図書館職員研修
への道のり

研修準備中の筆者
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東アフリカ・インド洋島
嶼地域ザンジバルにおけ
るダガー漁と人々の暮らし
輸出品としての干物加工産業の変
遷と地域変容の動態
田中樹 監修, 藤本麻里子 著
総合地球環境学研究所「砂漠化をめ
ぐる風と人と土」プロジェクト　
2016.11　76p；30cm
<請求記号 DM621-L64>

　
こ
の
本
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
の

島
嶼
部
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
に
お
け
る
ダ
ガ
ー
漁

業
に
関
す
る
報
告
書
だ
。
ダ
ガ
ー
と
は
、
現

地
の
言
葉
で
あ
る
ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
小
魚
」

の
総
称
だ
。
日
本
の
煮
干
し
と
同
じ
く
、
多

く
の
場
合
は
乾
燥
し
た
形
で
流
通
し
て
い

る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
盛
ん
に
漁
獲
さ
れ
て
い

る
の
は
淡
水
湖
の
小
魚
だ
が
、
こ
の
本
で
主

に
研
究
さ
れ
て
い
る
の
は
ザ
ン
ジ
バ
ル
島
周

辺
で
獲
れ
る
海
の
小
魚
で
あ
り
、
そ
の
点
も

煮
干
し
に
類
似
し
て
い
る
。
著
者
は
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
調
査
中
に
ダ
ガ
ー

に
出
会
い
、
親
近
感
を
覚
え
た
こ
と
か
ら
、

や
が
て
ダ
ガ
ー
自
体
を
通
じ
て
地
域
研
究
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
研
究
者
だ
。

　
煮
干
し
と
同
様
、
ザ
ン
ジ
バ
ル
の
ダ
ガ
ー

も
魚
種
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。
最
も
一
般
的
な
の

はdagaa tonge

と
呼
ば
れ
る
カ
タ
ク
チ

イ
ワ
シ
科
の
魚
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く

の
魚
種
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、現
地
で
の（
地

域
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
り
も
す
る
）
呼
び
名

と
生
物
学
上
の
学
名
が
併
記
さ
れ
て
い
る
貴

重
な
本
だ
。
多
く
の
種
類
の
カ
ラ
ー
写
真
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、dagaa bunju
と
い

う
種
類
は
フ
グ
の
よ
う
な
見
た
目
で
、
食
べ

て
大
丈
夫
な
の
か
少
し
心
配
に
な
っ
て
し
ま

う
。

　
さ
ら
に
こ
の
本
で
は
、
漁
獲
の
部
分
だ
け

で
は
な
く
、
加
工
や
仲
買
、
国
際
的
な
販
売

ル
ー
ト
ま
で
を
調
査
し
て
い
る
。
加
工
や
仲

買
は
、
漁
そ
の
も
の
と
同
じ
く
ザ
ン
ジ
バ
ル

で
行
わ
れ
る
が
、そ
の
部
分
だ
け
で
は
な
く
、

ダ
ガ
ー
が
売
ら
れ
て
ゆ
く
は
る
か
内
陸
の
コ

ン
ゴ
民
主
共
和
国
ま
で
調
査
を
進
め
て
い

る
。
ダ
ガ
ー
は
小
魚
で
は
あ
る
が
、
大
量
に

漁
獲
さ
れ
、
外
国
ま
で
運
ば
れ
て
、
海
沿
い

か
ら
内
陸
ま
で
多
く
の
人
々
の
生
活
を
支
え

て
い
る
の
だ
。
コ
ン
ゴ
で
は
ダ
ガ
ー
の
頭
は

好
ま
れ
な
い
の
で
頭
を
取
っ
て
輸
出
し
て
い

る
こ
と
、
コ
ン
ゴ
の
人
々
は
ザ
ン
ジ
バ
ル
の

tonge

を
ア
ラ
ブ
の
領
域
か
ら
来
た
魚
と
み

な
し
て
か
「
ア
ブ
ダ
ビ
」
と
呼
ぶ
こ
と
な
ど
、

細
か
な
事
実
も
面
白
い
。

　
ち
な
み
に
、
私
は
当
館
入
館
前
に
青
年
海

外
協
力
隊
員
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、そ
の
折
も
、ダ
ガ
ー

を
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
で
煮
込
ん
だ
料
理
の
旨
味

は
ど
こ
と
な
く
日
本
食
に
も
通
じ
、
懐
か
し

く
感
じ
た
。
私
の
住
ん
で
い
た
タ
ン
ザ
ニ
ア

の
大
陸
部
で
は
、
例
のdagaa tonge

を
dagaa m

chele

（
米
粒
の
よ
う
な
ダ
ガ
ー
）

と
呼
ぶ
…
…
と
い
う
こ
と
も
、
ち
ゃ
ん
と
こ

の
本
で
も
書
か
れ
て
い
る
。

　
ザ
ン
ジ
バ
ル
住
民
の
仕
事
を
生
み
出
し
、

内
陸
の
国
ま
で
食
料
を
も
た
ら
す
な
ど
、
多

面
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
る
ダ
ガ
ー
漁
業
だ

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
行
政
の
介
入
な
ど
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
は
単
純
で
は
な
い
。

ダ
ガ
ー
は
煮
干
し
に
似
て
い
る
が
、
こ
の
本

の
終
章
で
は
、
日
本
の
漁
業
協
同
組
合
が
漁

業
者
の
利
害
調
整
や
卸
売
販
売
な
ど
を
行
っ

て
い
る
点
が
、
組
合
が
未
整
備
な
ザ
ン
ジ
バ

ル
の
参
考
に
な
る
の
で
は
と
も
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
島
国
日
本
の
視
点
を
生
か
し
た
研
究

が
、
ダ
ガ
ー
漁
業
の
さ
ら
な
る
発
展
の
一
助

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（

宇
野 

亮
一
）
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企
画
展
示
「
知
識
を
世
界
に
求
め
て
―
明
治
維
新
前

後
の
翻
訳
事
情
―
」

　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
展
示
室
に
お
い
て
、
11
月
11
日

（
金
）
か
ら
12
月
９
日
（
金
）
ま
で
、「
翻
訳
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
前
期
の
翻
訳
事
情
に
焦
点
を

当
て
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
中
国
や
西
洋
諸
国
の
原

書
及
び
そ
の
翻
訳
書
、
約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。
江
戸
時

代
に
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
渡
っ
て
き
た
蘭
書
と
そ
の
翻
訳
や
、
明
治

時
代
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
翻
訳
書
、
今
日
で
も
親
し
ま

れ
て
い
る
海
外
文
学
の
翻
訳
書
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
翻
訳

書
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
時
の
翻
訳
事
情
や
翻
訳
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
わ

せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
無
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
是
非
お
越
し
く

だ
さ
い
。

○
会
場　

国
立
国
会
図
書
館
東
京
本
館
展
示
室
（
新
館
１
階
）

�

○�

会
期　

令
和
４
年
11
月
11
日
（
金
）
か
ら
12
月
９
日
（
金
）
ま
で

�　

※�

日
曜
、
祝
日
及
び
11
月
16
日
（
水
・
資
料
整
理
休
館
日
）
を
除
く
。

○
開
催
時
間　

10
時
～
19
時
（
土
曜
日
は
10
時
～
18
時 

）　

企
画
展
示
関
連
講
演
会

　

企
画
展
示
の
開
催
に
関
連
し
、
11
月
12
日
（
土
）
に
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
（
そ
の
後

30
分
程
度
、
質
疑
応
答
を
予
定
。）

���

○
演
題　

翻
訳
学
の
視
座
か
ら
読
む
明
治
の
文
学
翻
訳
者
の
言
説

　

―
な
ぜ
、
い
か
に
し
て
訳
す
の
か
―

���

○�

講
師　

齊
藤
美
野
氏
（
順
天
堂
大
学
国
際
教
養
学
部
准
教
授
）

○
募
集
人
数　

３
０
０
名
程
度
（
申
込
み
先
着
順
）

�

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ン
ク
す

る
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�h
ttp
s://w

w
w
.n
d
l.g
o
.jp
/jp
/even

t/exh
ib
itio
n
s/

exhibition2022.htm
l

　

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
開
館
20
周
年
記
念
講
演
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　　

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
は
、
今
年
で
開
館
20
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
有
識
者
に
よ
る
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。参
加
無
料
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

12
月
８
日
（
木
）
13
時
15
分
～
16
時
35
分

�

○
開
催
方
法　

�

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（Cisco W

ebex W
ebinars

使
用
）

○
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
登
壇
者

【
講
演
】

　

���「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
と
図
書
館
の
未
来
」

��　

山
極
壽
一
氏
（
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
所
長
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　

�「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館

　
　
　

―
読
書
は
ど
う
変
わ
る
？
デ
ジ
タ
ル�

で
ど
う
変
わ
る
？
―
」　　

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

�

池
内
淳
氏
（
筑
波
大
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
准
教
授
）

　

小
林
隆
志
氏
（
鳥
取
県
立
図
書
館
長
）

　

���

村
上
泰
子
氏
（
関
西
大
学
文
学
部
教
授
）

　

辰
巳
公
一
（
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
電
子
図
書
館
課
長
）

・
モ
デ
レ
ー
タ
ー

　

���

原
田
隆
史
氏
（
同
志
社
大
学
免
許
資
格
課
程
セ
ン
タ
ー
教
授
・
同

志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研
究
科
教
授
）

��������

○
申
込
方
法　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト
・
展
示
会
情
報
」　　
　
　
　
　
　
　
　

　

に
開
設
す
る
申
込
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員

（
９
０
０
名
）
に
達
し
た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先　

国
立
国
会
図
書
館 

関
西
館 

総
務
課 

総
務
係

�　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
２
２
４

https://www.ndl.go.jp/jp/event/exhibitions/exhibition2022.html
https://www.ndl.go.jp/jp/event/exhibitions/exhibition2022.html
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第
15
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会

　

８
月
24
日
、
第
15
回
科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
が
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
、
審
議
会
委
員
13
名
の
ほ
か
、
館
長
、
副
館

長
、
幹
事
等
職
員
18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
委
員
の
互
選
に
よ

り
安
浦
寛
人
委
員
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

安
浦
委
員
長
が
竹
内
比
呂
也
委
員
を
委
員
長
代
理
に
指
名
し
ま

し
た
。

　

当
館
か
ら
「
第
五
期
国
立
国
会
図
書
館
科
学
技
術
情
報
整
備

基
本
計
画
」
に
お
け
る
「
利
活
用
促
進
の
た
め
の
取
組
」
と
「
恒

久
的
保
存
の
た
め
の
取
組
」
の
進
捗
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
計
画
の
進
捗
や
関
連
す
る
当
館
の
取
組
に
つ
い
て
、

各
委
員
か
ら
感
想
や
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

��

・�

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
や
テ
キ
ス
ト
化
、
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル

化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
な
ど
、
計
画
の
大
き
な
進

捗
が
確
認
で
き
た
。

��　

�

・�

広
く
国
民
に
と
っ
て
信
頼
で
き
る
情
報
源
と
し
て
機
能
し

て
い
く
た
め
に
、
有
償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
収
集
や
、

各
地
の
図
書
館
が
所
蔵
す
る
国
立
国
会
図
書
館
未
収
資
料

の
デ
ー
タ
収
集
に
期
待
し
た
い
。

　

�

・�

関
係
機
関
と
も
協
力
し
、
メ
タ
デ
ー
タ
流
通
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
整
備
、
権
利
処
理
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
、
デ

ジ
タ
ル
化
資
料
の
利
活
用
に
向
け
た
啓
発
活
動
も
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

科
学
技
術
情
報
整
備
審
議
会
委
員
名
簿

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
４
年
８
月
24
日
現
在
）

委
員
長

　

�

安
浦　

寛
人	

�

九
州
大
学
名
誉
教
授
／
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研

究
所
理
事
長	

委
員
長
代
理

　

竹
内　

比
呂
也	 



千
葉
大
学
副
学
長

委
員

　

浅
川　

智
恵
子 	

日
本
科
学
未
来
館
館
長	

　

大
隅　

典
子 	
�

東
北
大
学
副
学
長
、
附
属
図
書
館
長
、
大
学

院
医
学
系
研
究
科
教
授

　

喜
連
川　

優	
�

情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研

究
所
長
／
東
京
大
学
特
別
教
授

　

小
口　

正
範 	

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
理
事
長

　

坂
本　

修
一	

�

文
部
科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
研
究
振
興

局
及
び
高
等
教
育
政
策
連
携
担
当
）

　

佐
藤　

義
則	

東
北
学
院
大
学
文
学
部
教
授

　

戸
山　

芳
昭 	

国
際
医
学
情
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

　

橋
本　

和
仁 	

科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長

　

藤
垣　

裕
子 	

�

東
京
大
学
理
事
・
副
学
長
、
大
学
院
総
合
文

化
研
究
科
・
教
養
学
部
教
授

　

村
山　

泰
啓	

��

情
報
通
信
研
究
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ナ
レ
ッ
ジ
ハ

ブ
・
研
究
統
括
、
ナ
レ
ッ
ジ
ハ
ブ
長

　

渡
部　

泰
明 	

�

人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
長

　�　
＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　

�

ホ
ー
ム >

事
業
紹
介>
資
料
の
収
集>

科
学
技
術
情
報
整
備>

科
学

技
術
情
報
整
備
審
議
会

　
　

https://w
w
w
.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.htm

l

＃32
東京本館 新館 1 階階段付近

（2016年8月）（2016年8月）

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/council/index.html
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新
刊
案
内

令
和
３
年
度
国
際
子
ど
も
図
書
館
児
童
文
学
連
続
講
座
講
義
録

���「�
今
を
生
き
る
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
へ
」

　
〝
ほ
ん
と
う
〟
の
世
界
へ
～
文
学
の
魅
力
と
、
人
生
に
役
立
つ

　
　

読
書
法
～

　

現�

代
社
会
を
生
き
ぬ
く
～
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
は
何
を
ど

う
映
し
出
す
？
～

　

ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
の
後
先

　

日
本
の
翻
訳
ヤ
ン
グ
ア
ダ
ル
ト
文
学
の
現
在

　

児
童
書
に
関
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
９
３
号

<

特
集
：
動
物
保
護>

　

�

サ�

ー
カ
ス
に
お
け
る
野
生
動
物
の
使
用
を
禁
止
す
る
イ
ギ
リ

ス
の
法
律

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
動
物
保
護
に
関
す
る
法
律
の
改
正

　

諸
外
国
の
憲
法
に
お
け
る
動
物
保
護
規
定

　

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
０
号

　

我
が
国
に
お
け
る
起
業
家
教
育
を
め
ぐ
る
動
向
と
論
点

　

������

カ���

ッ
プ
ル
法
制
の
諸
構
想
―
婚
姻
制
度
・
登
録
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
・「
事
実
婚
」
―

　

�

主
要
国
の
財
政
ル
ー
ル
の
動
向
と
論
点
―
基
礎
的
財
政
収
支
の

　
　

黒
字
化
目
標
に
関
連
し
て
―

　

気
候
変
動
国
際
枠
組
み
の
展
開
と
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
６
１
号　

　

�

Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
及
び
そ
の
推
進
の
た
め
の
施
策
の
状
況
―
Ｐ
Ｆ

　
　

Ｉ
法
平
成
23
年
改
正
後
の
状
況
を
中
心
と
し
て
―

　
�

ド
イ
ツ
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
た
め
の
行
動
制
限
の
法
的

　
　

根
拠
―
行
政
府
の
法
規
命
令
と
議
会
の
関
与
―

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
議
会
に
お
け
る
違
憲
審
査
―
基
本
法
委
員
会

　
　

の
組
織
と
機
能
―
（
短
報
）

　

�

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
人
道
上
の
被
害
―
Ｇ
７

　
　

及
び
そ
の
他
の
諸
国
、
国
連
総
会
、
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

　
　

の
対
応
と
評
価
―
（
資
料
）

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
５
３
号　

　

関
西
館
の
20
年
：
こ
の
10
年
の
動
き
を
中
心
に

　

再
現
性
・
複
製
可
能
性
と
研
究
図
書
館

　

サ
ー
ビ
ス
案
内
と
し
て
の
大
学
図
書
館
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

　

日
本
国
内
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ツ
ー
ル
の
電
子
化
動
向

　

��「
完
全
参
加
と
平
等
」
か
ら
「
合
理
的
配
慮
」
へ
―
聴
覚
障
害  

　
　

者
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２
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